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る。すなわち，横軸上の②から判断基準値 Xi(0~ i ~ 
分割数）までの negativeimageの正規分布の積分値
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゜ False Positive Fraction 
図 2 信号検出の難易度が変化した場合の評定値正規分布と ROC曲線の変化
(a) 信号の検出か容易な場合 （b) 信号の検出が困難な場合












使用した X線装置は三相（東芝製 KX0-1000L 2) 
で， X線管は焦点サイズ 1mm X 1 mm（東芝製 DRX-2903
HD)である．スク リーン／フィルムシステムは ADシ
ステム（胸部専用システム：富士メディカル HG-M2 / 
UR-1)と標準システム（富士メディカル HR-4 /HR 





撮影条件は管電圧120kV(Cu O. 5mm, Al 3 mm付加）
で，撮影距離は200cm,散乱X線除去用グ リッド（グリ



















































える．表 1は ROC曲線下面積 (Az）と，その面積検
定を p-value< 5％で paired-t検定を行なった結果
である．教員群では両システムの検出能に有意差は認
められなかったが，学生群および全体では ADシステ
表 1 ROC曲線下面積 (Az)
両スクリーン／フィルムシステムの心理的主観評価の信号検出能
についての有意差検定 (p-value< 0. 05)の結果
学生群 教員群 全体
ADシステム 0.94士002 0.94土0.03 0.94土0.02
標準システム 0.84土0.06 0.90士0.01 0.87士0.05
統計的有意差 あり なし あり
(p-Value < 0 05) 
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